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	応用
	抗原情報
	背景
	B細胞活性化応答を調節する。シグナル伝達は、レクチン様リガンドがCD24糖鎖に結合することで誘発され、GPIアンカー由来のセカンドメッセンジャーの放出によって伝達される。B細胞のAG依存性増殖を促進し、抗体産生細胞への終末分化を阻害する。異なる細胞種の細胞分化において極めて重要な役割を果たす可能性がある。シグナル伝達は、レクチン様リガンドがCD24糖鎖に結合することで誘発され、GPIアンカー由来のセカンドメッセンジャーの放出によって伝達される。B細胞活性化応答を調節する。B細胞のAG依存性増殖を促進し、抗体産生細胞への終末分化を阻害する（PubMed:11313396）。 SIGLEC10と関連して、HMGB1、HSP70、HSP90などの危険関連分子パターン（DAMP）に対する免疫応答の選択的抑制に関与している可能性がある。自己免疫の制御にも役割を果たしている（類似性に基づく）。
	研究分野
	神経科学、細胞型マーカー、神経幹細胞マーカー、免疫学、適応免疫、B細胞、CD、幹細胞、造血前駆細胞、造血幹細胞、ヒト系統陰性、リンパ系B、リンパ球系統、Tリンパ球系統、骨髄系、樹状細胞系統、単球系統、好中球系統、赤血球系統、がん、腫瘍バイオマーカー、腫瘍抗原、がん代謝、低酸素状態への反応、細胞代謝プロセス、代謝、経路とプロセス、代謝プロセス、低酸素状態
	画像データ
	

	SH-SY5Y 細胞溶解物中の CD24 発現のウェスタン ブロット解析。

